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一
九
九
四
年
二
月
七
日
夕
刻
、
大
澤
先
生
は
自
宅
の
書
斎
で
突
然
、
持
病
の
喘
息
の
発
作
に
襲
わ
れ
、
呼
吸
不
全
で
救
急
車
で
病
院
に

運
ば
れ
た
が
、
数
時
間
後
、
奥
さ
ん
子
供
さ
ん
た
ち
家
族
の
見
守
る
な
か
で
、
六
十
三
歳
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。
そ
の
日
、
先
生
は
経

済
学
部
の
商
法
の
期
末
試
験
の
答
案
、
千
六
百
枚
の
採
点
を
す
べ
て
終
了
し
、
ほ
っ
と
一
息
い
れ
て
次
の
仕
事
に
掛
か
る
べ
く
、
書
斎
の

机
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
う
。
ペ
ン
を
握
っ
た
ま
ま
机
の
上
に
倒
れ
た
そ
の
死
は
、
学
者
と
し
て
壮
絶
な
戦
死
と
も
、
名
誉
あ

る
殉
職
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

先
生
は
一
九
一
一
一
一
年
二
月
二
○
日
、
北
海
道
勇
払
郡
厚
真
町
に
生
ま
れ
、
’
九
五
三
年
三
月
、
法
政
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
し

た
後
、
同
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
私
法
学
専
攻
の
修
士
課
程
に
進
ん
だ
。
五
五
年
三
月
、
法
学
修
士
の
学
位
を
取
得
、
ひ
き
つ
づ
き
同

大
学
院
博
士
課
程
に
進
み
、
五
八
年
三
月
、
同
課
程
修
了
。
法
政
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
を
経
て
、
’
九
六
三
年
四
月
、
同
法
学
部
専

任
講
師
に
就
任
し
た
。
つ
い
で
六
五
年
四
月
、
法
政
大
学
法
学
部
助
教
授
と
な
り
、
六
九
年
教
授
に
昇
進
す
る
。

こ
う
見
て
く
る
と
、
一
見
き
わ
め
て
坦
々
と
学
者
へ
の
道
を
辿
っ
た
か
の
ど
と
く
で
あ
る
が
、
先
生
の
学
生
時
代
は
時
あ
た
か
も
戦
後

大
津
功
教
授
を
悼
む

大
澤
功
教
授
を
悼
む

法
学
部
長
飯
田
泰
三
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民
主
主
義
は
な
や
か
な
り
し
こ
ろ
、
「
民
主
法
政
」
の
中
に
あ
っ
て
先
生
は
自
治
会
活
動
で
活
蝿
す
る
な
ど
、
青
春
を
調
歌
さ
れ
た
面
も

あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
そ
の
温
か
い
人
柄
に
く
わ
え
、
法
政
一
筋
の
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
生
や
職
員
の
信
望
が
篤
か

っ
た
。
法
律
相
談
部
の
ほ
か
、
柔
道
部
、
弁
論
部
等
の
学
生
サ
ー
ク
ル
の
部
長
も
務
め
ら
れ
た
。
二
十
年
近
く
前
、
た
ま
た
ま
私
の
ゼ
ミ

の
学
生
に
弁
論
部
員
が
い
た
の
で
話
題
に
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
「
他
大
学
の
弁
論
部
は
右
翼
的
な
学
生
の
勇
ま
し
い
の
が
多
い
の
に
た

い
し
て
、
法
政
は
平
和
と
民
主
主
義
だ
か
ら
、
弁
論
大
会
で
は
威
勢
に
お
い
て
欠
け
が
ち
な
ん
だ
が
、
彼
ら
は
け
つ
こ
う
頑
張
っ
て
い
る

よ
。
」
と
笑
っ
て
お
ら
れ
た
。
他
方
、
職
員
か
ら
あ
つ
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
七
○
年
前
後
の
紛
争
時
な
ど
に
は
、
か
え

っ
て
先
生
に
累
を
及
ぼ
し
た
点
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

も
と
よ
り
、
学
者
、
教
育
者
と
し
て
の
先
生
の
功
績
は
大
き
く
、
主
要
業
績
に
つ
い
て
は
別
掲
の
著
書
・
論
文
リ
ス
ト
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
株
式
質
入
れ
に
関
す
る
一
九
五
九
年
の
力
作
論
文
を
は
じ
め
と
し
て
、
’
九
六
六
年
の
改
正
商
法
に
つ
い
て
の
鯉
救
上
の
諸

問
題
を
考
察
し
た
論
文
、
会
社
法
、
手
形
・
小
切
手
法
に
つ
い
て
の
体
系
雲
目
等
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
丹
念
に
商
事
判
例
と
学
説
を
集
め
て

分
析
し
、
体
系
的
整
理
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
会
社
法
、
手
形
・
小
切
手
法
に
つ
い
て
の
体
系
書
は
、
そ
の
平
易
な
記
述
と
あ
い
ま
っ

て
、
法
律
実
務
家
お
よ
び
司
法
試
験
・
公
認
会
計
士
等
の
国
家
試
験
受
験
者
に
も
有
益
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、

数
年
毎
に
改
訂
版
を
出
し
て
、
最
新
判
例
や
法
改
正
を
ふ
ま
え
て
改
善
に
努
め
ら
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
先
生
の
ゼ
ミ
生
、
ま
た
法
学

部
課
外
講
座
で
あ
る
法
職
講
座
で
永
年
指
導
し
た
学
生
の
中
か
ら
、
多
く
の
判
検
事
、
弁
護
士
を
送
り
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
経
営
学

部
課
外
講
座
の
公
認
会
計
士
講
座
も
長
く
指
導
し
、
あ
る
年
な
ど
、
公
認
会
計
士
試
験
の
商
法
の
問
題
の
ほ
と
ん
ど
を
予
測
的
中
さ
せ
た

こ
と
が
あ
っ
た
と
は
、
お
通
夜
の
席
で
同
講
座
に
関
係
し
た
職
員
の
語
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

先
生
は
法
学
部
お
よ
び
大
学
院
私
法
学
専
攻
（
の
ち
法
律
学
専
攻
に
改
組
）
の
商
法
の
ほ
か
、
経
営
学
部
、
経
済
学
部
の
商
法
講
義
も
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担
当
し
、
さ
ら
に
、
通
信
教
育
部
、
公
務
員
試
験
講
座
等
で
も
懇
切
に
学
生
を
指
導
し
て
定
評
が
あ
っ
た
。
法
政
大
学
外
で
も
、
立
正
大

学
、
東
京
経
済
大
学
、
上
智
大
学
、
日
本
大
学
、
帝
京
大
学
等
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
ら
れ
た
。
学
会
に
お
い
て
は
、
一
九
九
○
年
十
月

か
ら
そ
の
死
去
に
い
た
る
ま
で
、
日
本
海
法
学
会
理
事
と
し
て
海
法
学
会
の
充
実
・
発
展
に
努
め
る
、
等
の
活
動
が
あ
っ
た
。

法
政
大
学
内
の
役
職
と
し
て
は
、
一
九
七
八
年
に
法
学
部
法
律
学
科
主
任
お
よ
び
大
学
院
私
法
学
専
攻
主
任
を
務
め
、
さ
ら
に
八
五
年

か
ら
四
年
間
、
法
政
大
学
通
信
教
育
部
長
な
ら
び
に
学
校
法
人
法
政
大
学
評
議
員
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
と
く
に
通
信
教
育
部
長
と
し
て
は
、

地
方
教
室
授
業
（
地
方
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
の
拡
充
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
こ
れ
は
先
生
が
多
年
、
通
教
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
の
レ
ポ
ー
ト
添
削
に
よ
る
指
導
や
、
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
通
し
て
の
社
会
人
教
育
、
生
涯
教
育
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
経
験

か
ら
、
そ
の
必
要
を
強
く
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。

こ
う
し
て
先
生
は
、
幼
時
に
患
っ
た
小
児
麻
庫
の
後
遺
症
に
よ
る
脚
の
不
自
由
を
も
の
と
も
せ
ず
、
温
和
な
中
に
不
屈
の
意
志
を
秘
め

て
、
研
究
に
教
育
に
力
を
傾
注
し
、
戦
後
の
法
政
大
学
と
と
も
に
あ
ゆ
ん
で
こ
ら
れ
た
が
、
学
部
長
の
職
に
就
く
こ
と
は
辞
退
さ
れ
た
。

五
年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
っ
た
か
、
大
学
院
の
卒
業
式
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
で
だ
っ
た
と
思
う
。
「
や
っ
ぱ
り
学
部
長
は
無
理
で
す
か
」
と

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
「
若
い
こ
ろ
か
ら
の
喘
息
が
良
く
な
ら
な
く
っ
て
ね
」
と
、
心
労
も
多
い
学
部
長
の
激
職
は
む
つ
か
し
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
「
い
つ
も
こ
こ
に
薬
を
持
ち
歩
い
て
る
ん
だ
よ
」
と
、
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
あ
た
り
を
押
さ
え
て
見
せ
、
い
つ
も
の
笑
顔
な

が
ら
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
淋
し
そ
う
な
表
情
で
あ
っ
た
。

し
か
し
先
生
の
志
は
、
先
生
の
育
て
た
多
く
の
人
材
の
内
に
生
き
つ
づ
け
、
こ
れ
か
ら
も
生
長
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
葬
儀
に
駆
け
つ
け

た
多
数
の
卒
業
生
、
お
よ
び
祭
壇
を
飾
っ
た
多
く
の
生
花
が
、
そ
の
ひ
ろ
が
り
を
語
っ
て
い
る
。
先
生
に
去
ら
れ
た
あ
と
に
空
い
た
大
き

な
穴
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
る
か
、
法
政
大
学
法
学
部
と
し
て
は
あ
ら
た
め
て
先
生
の
存
在
の
大
き
か
っ
た
こ
と
に
、
半
ば
莊
然
と
し
て
恩

大
津
功
教
授
を
悼
む

一一一
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四

い
及
ば
ざ
る
を
え
な
い
次
第
で
あ
る
。

先
生
は
、
立
派
に
成
長
さ
れ
た
二
男
一
一
女
と
賢
夫
人
に
囲
ま
れ
、
ま
こ
と
に
幸
せ
な
家
庭
生
活
で
あ
っ
た
。
ご
遺
族
の
ご
多
幸
を
お
祈

り
し
、
Ｊ
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
こ
と
切
で
あ
り
ま
す
。
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